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東
北
大
学
は
、
中
国
東
北
部
の
経

済
、
文
化
、
交
通
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
遼
寧
省
瀋
陽
市
に
位

置
し
、
約

年
の
歴
史
を
持
つ
総
合

大
学
で
、
国
家
教
育
部
が
定
め
る
重

点
大
学
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
現
在

学
部
レ
ベ
ル
で

つ
の
学
院
と

の

専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
大
学
院

生
を
加
え
る
と
約

名

が
在
籍
す
る
、
中
国
東
北
地
方
で
最

が
あ
る
。
学
内
に
は

が
張
り

巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
ど
こ

か
ら
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
近
代
的
な
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。

東
北
大
学
の
国
際
化
は

年
代
に

始
動
し
、
現
在
ま
で
に
世
界

カ
国

大
学
と
の
学
術
交
流
が
活
発
に
行
わ

れ
て
お
り
、
同
時
に
世
界
の

の
研
究
所
、
企
業
な
ど
と
の
共
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提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
大
学
》

春休みの約 週間私を含めて 人の高校 年生が、英語の学
力向上を目的に交換留学生として、オーストラリアにある姉妹
校のジーロングラマースク ルを訪ねた。
私はその事についての感想文を、任されたのではあるが、ハッ

キリ言って言葉にするのは、私のボキャブラリーではとても難
しいことである。貴重な体験をした。と片付けてしまえば簡単
ではあるが、そんなことでまとめてしまうのには、非常に惜し
いのである。何故ならそれほど私たちは…少なくとも私は今回
の事を“貴重に”思っているのだ。
敢えて言葉にすると、百聞は一見にしかずだ。何とかなるだ

ろうと思っていた会話は、すぐさまぶあつい言葉の壁にぶつ
かった。生活習慣の違いによる戸惑い、慣れない寮生活など、
全てにおいて私たちのストレスになっていった。まったく分か
らない環境に放り込まれたからだろうが、今思ってもあの時は、
心に余裕がなかったと思う。
そんな生活が 週間続いた。何度も日本に帰りたいと思って

いた。そんなこんなでも次第に慣れて、だんだん友達も増えて
いった。私はある寮生では無い子と友達になって、その子の家
にほとんどホームステイさせてもらっていた。その家では、本
当に良くしてもらって、今でも交流がある。そういう繋がりは
大切にしていきたいし、この留学で得た最高のものの一つだと
思っている。
私を含め、 人は言葉の壁を実感した。しかし、通じ合えた

時の喜びは本当に涙が出そうなほど嬉しかった。きっと私たち
は、今回の事でそれぞれに違った何かを得られたと思う。それ
をしっかり発酵、熟成させて、私たちがこれから生きていく上
での糧にしたい。
最後に、この機会を与えて下さった学校、両親、そして向こ

うでの友達に感謝したい。いつかまた、胸を張ってあの場所に
行ってみたいと願いながら筆を置く。
（ 年 月 日から 月 日まで 奥田政三教育 研究基金により留学）

留学生レポート留学生レポート

大阪国際大和田高等学校
年 組 豊原 富栄

ジーロングラマースクール
に短期留学して

韓国からこの大学に編入してもう ヵ月になります。初めは、

何をどうすればいいかが全然わからなくて困っていました。し

かし、湯川静信（女子大スポーツ行動学科教授）先生の親切な

アドバイスを受けて、ゼミの選択等を決めることができました。

私はスポーツ行動学科に属していて、スポーツ方法論授業でゴ

ルフを習っています。初めてですが、いつも楽しみながら習っ

ています。クラブはE.S.Sに属しており、英会話でコミュニケー

ションを取る事で、明るく積極的な日本人の友達をいっぱい作

りました。先生達も友達のようにやさしく接してくださるので、

毎日の学校生活が楽しいです。特に日本人の友達から、間違っ

た日本語の使い方とか発音等を教えてもらうだけでなく、授業

での困っていることも相談に乗ってもらうので問題なく学校生

活を送っています。いつの間にか、自分はいつも誰かに助けて

もらいながら生きていることに気が付きました。学校では私に

も出来ることを研究しながら、人々とコミュニケーションをよ

く計る事やお互い違う文化を理解し、助けあっていくことを学

んでいます。また 世紀最後の人類祝祭だったシドニーオリン

ピックを通じて、世界は地球という一つの屋根の下で共に暮ら

す家族である事を強く感じました。シドニーでその少女が歌っ

たように。We will be one！

（韓国出身）

大阪国際女子大学で
学んでいること

世
界
か
ら
、
全
国
か
ら
、
よ
う
こ

そ
枚
方
へ
。
バ
ス
は
子
供
の
頃
か
ら

馴
染
み
で
す
よ
ね
。
そ
う
で
す
、
バ

ス
網
は
地
球
全
体
を
包
ん
で
い
ま
す
。

く
ず
は
で
は
、
ち

び
バ
ス
「
バ
ス
ビ

イ
」
を
走
ら
せ
て
、

新
し
い
バ
ス
を
、

提
案
中
で
す
。

藤
江
広
報
室
長

と
枚
方

研
究
会
副
代
表
を
し

て
い
ま
す
。
電
車
も
バ
ス
も

も
、
市
民
の
移
動
権
を
保
障
す
る
、

交
通
体
系
の
一
装
置
と
、
心
得
ま
す
。

住
宅
と
田
ん
ぼ
の
枚
方
に
、
び
っ

く
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
人
口
が
爆

発
的
に
十
倍
に
膨
張
し
た

の

町
で
す
。
世
界
中
の
都
会
も
、
初
め

は
皆
同
じ
だ
っ
た
は
ず
、

の

中
に
こ
そ
、
私
達
が
テ
ー
マ
を
持
て

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で

す
。
御
用
と
お
急
ぎ
で
な
い
方
は
、

お
付
き
合
い
願
い
ま
す
。

「
バ
ス
ビ
イ
」
は
、

を
逆
転
さ
せ
て
、
バ

ス
会
社
が
や
っ
て
る
の
意
、
私
達
の

新
提
案
事
業
の
愛
称
で
す
。
英
語
の

﹇
バ
ズ
ビ
イ
﹈「
騎
馬
帽
」
と
は
似

て
非
で
す
が
、
可
愛
い
言
葉
な
の
で
、

拝
借
し
て
い
ま
す
。

一
、
ち
び
バ
ス
「
バ
ス
ビ
イ
」
は
、

団
地
自
治
会
と
作
っ
た
バ
ス
、
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
乗
っ
て
欲
し
い
。
黄

色
の
バ
ス
ボ
デ
イ
は
、
楽
し
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

二
、
バ
ス
に
乗
っ
て
、
地
ビ
ー
ル
を

飲
み
に
行
こ
う
。
地
ビ
ー
ル
の
名
前

は
「
バ
ス
ビ
イ
」、
八
月
か
ら
枚
方

で
も
「
く
ら
わ
ん
か
ビ
ー
ル
」
の
名

前
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
す
。
地

ビ
ー
ル
は
ビ
ー
ル
酵
母
そ
の
も
の
、

ヘ
ル
シ
ー
で
美
容
に
大
変
よ
ろ
し
い

…
。

三
、
四
月
か
ら
「
バ

ス
ビ
イ
」
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
、
始

め
て
い
ま
す
。
介

護
は
究
極
の
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
将
来

は
、
介
護
が
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
の
核

に
な
る
予
感
が
し
ま
す
。

枚
方
が
、
五
十
年
・
百
年
先
、
世

界
の
個
性
あ
る
街
の
仲
間
入
り
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
に
生
活
す
る
も
の

と
し
て
、
皆
さ
ん
と
枚
方
の
未
来
を

求
め
て
い
き
た
い
、
と
も
に
挑
戦
す

る
仲
間
を
募
っ
て
い
ま
す
。

直

言

京
阪
宇
治
交
通

京
阪
宇
治
交
通

佐
々
木

浩
司

佐
々
木

浩
司

社

長

社

長

現
在
留
学
生
別
科
で
は
本
年
度

前
・
後
期
入
学
の
計

名
の
東
北
大

学
生
が
、
総
勢

名
の
別
科
生

に
混
じ
っ
て
実
践
的
な
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
。
一
方
、
中
国
留
学
へ

の
関
心
が
高
い
本
学
学
生
が
、
交
換

留
学
生
と
し
て
東
北
大
学
を
訪
れ
る

日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
大
阪
国
際
大
学
国
際
交
流
課

課
長
代
理

松
岡
泰
司
）

大阪国際女子大学人間科学部
スポーツ行動学科 回生 朴 英美（パク ヨンミ）

海外からの留学生に日本の生活・習慣・言葉や文化をよりよく理解してもら
うために、留学生を受け入れてくださるご家庭を募集しています。専任の担当
者があらゆる面からサポートします。
謝礼

‥

月額 万 千円（平日 食、土日祝日 食）
ホストファミリー対象「大学教養講座」（月 回）無料参加や大学図書
館の利用等の特典があります。

期間等詳細については
大阪国際大学国際交流センター（

‥

）まで。

大阪国際女子大学（京阪大和田駅徒歩 分）では、次のとおり、女子留学生
のホストファミリ を募集しています。礼金月額 万円。関心のある方はぜひ
ご連絡ください。
・平成 年 月上旬 平成 年 月の間の ヵ月間以上受入れ可能で、個室お
よび食事（平日 食、土日祝日 食）を用意していただけるご家庭。
・通学に要する時間が 時間以内のご家庭。
お問合せ・お申込みは
国際交流課（

‥

）まで。
申込締切 平成 年 月 日（水）

大阪国際大学ホストファミリー募集大阪国際大学ホストファミリー募集

大阪国際女子大学ホストファミリー募集大阪国際女子大学ホストファミリー募集

東北大学 中国（遼寧省・瀋陽市）東北大学 中国（遼寧省・瀋陽市）

中
国
東
北
部
で
最
大
規
模
を
誇
る

中
国
東
北
部
で
最
大
規
模
を
誇
る

本
学
と
交
換
留
学
・
推
薦
入
学
協
定

大
規
模
を
誇
る
大
学
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他

の
研
究
所
を
所
有
し
、
約

万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
も
つ

図
書
館
に
は
約

万
冊
の
蔵
書

同
研
究
が
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
。

留
学
生
の
受
入
れ
は
そ
れ
に
先
立
つ

年
代
よ
り
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
約

名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、

現
在
日
本
人
約

名
を
含
む

名
が
こ
の
大
学
で
学
ん
で
い
る
。

大
阪
国
際
大
学
が
東
北
大
学
と
学

生
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た

の
は
、
本
年

月
で
、
そ
こ
に
至
る

過
程
で
互
い
に
大
学
を
訪
問
し
合
い
、

恒
久
的
な
友
好
関
係
を
築
く
べ
く
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
協
定
文
書

の
推
敲
が
な
さ
れ
た
。
協
定
の
内
容

は
、
交
換
留
学
制
度
と
、
こ
の
協
定

で
初
め
て
推
薦
入
学
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
そ
れ
は
、
東
北
大
学
が
推
薦
す

る
学
生
を
毎
年
若
干
名
、
学
部
（
編

入
学
を
含
む
）
及
び
留
学
生
別
科
へ

受
け
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の

た
め
の
現
地
試
験
の
実
施
も
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
創
立

年
を

過
ぎ
、
大
阪
国
際
大
学
に
と
っ
て
初

め
て
の
中
国
の
大
学
と
の
交
流
協
定

成
立
で
あ
る
だ
け
に
、

世
紀
へ
の

期
待
に
い
っ
そ
う
弾
み
が
つ
く
こ
と

だ
ろ
う
。

女
子
大
・
短
大
女
性
学
研
究
所
が

例
年
実
施
し
て
き
た
「
人
間
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
今
年
か
ら
、「
ボ
イ
ス
・

イ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

生
き
方
を
探

る

」
の
タ
イ
ト
ル
に
変
わ
り
、
主

催
も
読
売
新
聞
大
阪
本
社
か
ら
朝
日

新
聞
社
広
告
局
に
な
り
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
る
第

回
目
が

月

日
、
大
阪
市
中
央
区
・

ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

例
年
好
評
を
得
て
お
り
、
今
年
も

約

名
の
参
加
者
で
満
席
と

な
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
今
回
は
、「
親

の
役
割
・
社
会
の
役
割
」
を
テ
ー
マ

に
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ロ

バ
ー
ト
ソ
ン
黎
子
さ
ん
と
作
家
の
椎

名

誠
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、

そ
の
あ
と
二
人
に
よ
る
対
談
が
行
わ

れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
女

性
学
研
究
所
所
長
の
油
谷
純
子
教
授

が
つ
と
め
た
。

教
育
や
子
育
て
の
問
題
を
ベ
ー
ス

に
し
て
、
大
人
の
側
つ
ま
り
親
や
社

会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
テ
ー
マ
に

し
、
大
人
た
ち
が
し
っ
か
り
と
と
ら

え
る
問
題
で
あ
る「
ゆ
と
り
」と
は
？
、

「
こ
こ
ろ
」
と
は
？
を
、
参
加
者
と

と
も
に
考
え
る
場
と
な
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

女
性
学
研
究
所
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

装
い
も
新
た
に
作
家
椎
名
氏
ら
迎
え
る

女子大
短 大

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

女
子
大
・
短
大

第

回
漢
字
能
力
検
定
試
験

（

月

日
実
施
）

級
合
格
者

人

第

回
秘
書
技
能
検
定
準

級

合
格
者

（

月

日
実
施
）

女
子
大
国
際
コ
ミ

加
藤
久
美
子

短
大
国
際

大
下
麻
美

同

級
合
格
者

人

販
売
士

級
検
定
試
験

（

月

日
実
施
）

級
合
格
者

人

ワ
ー
プ
ロ
検
定

級
合
格
者

（

月

日
実
施
）

女
子
大
社
会
コ
ミ

上
坂
佐
世
子

同

豊
田

望

松
本
香
菜

同
国

際
コ
ミ

古
平
淑
子

短
大
家
政

糟
谷
映
里

同
幼
教

井
上
真
紀

子

同
国
際

大
嵜
直
子

同

馬
場
教
恵

斉
部
真
美

竹
内

桂

中
越
訓
子

森
下
佳
織

第

回
英
検

級
合
格
者

人滝
井
高
校

第

回
英
検

級
合
格
者

年
生

田
野
利
美

岸
本

香

竹

本
結
香

河
添
佳
余
子

大
和
田
高
校

第

回
英
検

級
合
格
者

年
生

箕
輪
千
鶴

東
海
林
絵
美

中
道
智
子

高
島
綾
乃

助
永
麗
香

宮
田
麻
里
子

徳
石
明
菜

高
橋
友
紀

山
内
彩
代

松
田
三
和

巽

郁
恵

三
村

渚

田
渕
晶
子

荒
木
一
沙

俵
迫
郁
奈

上
野
香
奈
子

千
葉
法

香

上
野
仁
美

塚
脇
真
由

倉
光
希

代
子

辻
本
佳
代

後
藤
あ
か
ね

富

永
千
穂

佐
々
木
明
子

中
川
弥
久

約 名が在籍する中国東北地方最大規模の東北大学

作家の椎名氏（中央）らを迎えて開催されたボイス イン フォーラム



月
上
旬
に
全
国
の
高
等

学
校
（
約

、

校
）

へ
応
募
要
項
の
発
送
と
、
毎

日
新
聞
紙
上
に
お
い
て
告
知

や
広
告
を
掲
載
し
て
き
た
高

校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
の

応
募
が

月

日
に
締
め
切

ら
れ
、
全
国
か
ら

編

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

全
国
的
に
認
知
さ
れ
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞

は

回
目
を
迎
え
、
応
募
作

品
も
年
々
増
え
、
昨
年
は

、

編
を
記
録
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
今
回
は

千
編
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

審
査
は

月
中
旬
か
ら

月
に
か
け
、

次
か
ら

次

ま
で
を
行
い
、
最
終
審
査
に

進
む

作
品
を
選
考
。

月

日
に
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー

ル
ト
ン
大
阪
で
最
終
審
査
が

行
わ
れ
、グ
ラ
ン
プ
リ
、準
グ

ラ
ン
プ
リ
、
毎
日
新
聞
社
賞
、

学
校
賞
等
が
選
定
さ
れ
る
。

国
際
大
で

月

日
、

か
ら

年
次
生
の
保
護
者
を
対
象
に
保
護
者

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

名
の

保
護
者
が
参
加
さ
れ
た
。
女
子
大
・

短
大
で
は
、
数
年
前
か
ら
保
護
者
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際

大
は
今
回
が
初
の
試
み
。

、

年
次
生
の
保
護
者
に
は
、

前
期
の
成
績
通
知
書
を
も
と
に
卒
業
、

進
級
要
件
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

年
次
生
の
保
護
者
に
は
、
就
職
活

動
に
関
す
る
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
成
績
等
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
ブ
ー
ス
や
、
学
生
生
活
を
よ
り
充

実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
の
留
学
、

奨
学
金
、
学
生
相
談
な
ど
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
み
せ
た
。

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス

国際大 毎週月曜日の昼休みに「焼きたてのパン」が販売（長
尾台商店街のFresh Bakeryファーストが出店）

短大 家政科課外講座（講師は関西電力株式会社守口営業所
副所長の堂路秋正氏）

滝井高 ホームページが公開（アドレスhttp: www.takii h.oiu.ed.jp ）
国際大 人権教育講演会（講師は元NHK解説委員の福田雅子氏）

月 学園 リクルートキャリアガイダンス 年 月号に「私の
学生時代」と題して奥田吾朗理事長が登場

女子大 短大 教職員研修会（講師は弁護士の矢倉昌子氏）
大和田高 西沢 綾さん（ 年生）が朝日新聞の「私と高校野球」

の欄に登場
女子大 短大「ヴィエトナムデー」と題して留学生と交流
国際大 イベント「International Fete（世界の料理と音楽祭）

…メキシコ…」
滝井高 インターハイ出場のバレー部とフェンシング部が守口

市長表敬訪問
短大 幼児教育科「第 回ジョイフルコンサート」
国際大 平成 年度後期入学留学生別科生修了式 単位認定書

授与式及び修了パーティ
女子大短大 教職員現地学習会（フィールドワーク）
大和田高 佐々岡千恵さん（ 年生）米国高校生国際交流プログ

ラムに参加（AIU他後援）
女子大短大 オープンキャンパス（ 名来場）
滝井高
大和田中高

吹奏楽部「Osaka Kokusai Joint Band Festival 」（奥
田メモリアルホール）

滝井高
大和田中高

両校長が大阪府私立学校校長合同研修会に参加（中国
西安）

短大 家政科の福田洋子教授が審査員をつとめた「THE
DEBATE ACADEMY 第 回大会」が産経新聞に
掲載

大和田中 高 カナダの現地新聞に江頭マサエ教諭が登場
月 大和田高 ユニークな選択授業「釣り」が釣りサンデーと釣具新

聞に掲載
女子大 短大 進学相談会（ にも実施）

滝井高 大阪新聞の「私学はいま」の欄に本校が登場
国際大 キャンパス見学会（ 名来場）
国際大 読売新聞夕刊の記事で法政経学部の井戸田 侃教授が

コメント
大和田中 高 リビング京阪で本校紹介
女子大 短大 門真市主催のパソコン初級講座を本学で開催（本学は

共催）
女子大 短大 オープンキャンパス（ 名来場）
短大 幼児教育科の中川保子講師が「ひとりでオペラを 『ふ

たつのブレヒト』」の舞台に出演（ザ・フェニックス
ホール）

学園 理事の平岡龍人氏が大阪新聞に登場

女子大 短大 合唱部「ひまわりコンサート」（守口老人保健施設ラ
ガール）

滝井高
大和田中 高

夏期両校合同教員研修会（講師は青少年育成アドバイ
ザーの青木信夫氏）

月 女子大 スポーツ行動学科の西岡ゆかり講師がお米屋さんの情
報誌「大好きごはんVol 」にコラム

月 女子大 短大 守口市文化振興事業団の情報誌に図書館大きく紹介
短大 幼児教育科の朝倉 洋教授が「寝屋川室内合奏団第

回定期演奏会」で指揮（メセナひらかた）
女子大 スポーツ行動学科の井上芳光教授が産経新聞に登場
女子大 短大 陸上救急法講習（講師は日本救急法指導員の灘 英世

氏）
国際大 読売新聞「たばこ 本盗み実刑」記事に井戸田 侃教

授コメント
女子大 短大 オープンキャンパス（ 名来場）
滝井高 リビングおおさかに本校が紹介
短大 ルミエール音楽サロンVol 「ふたつのセレナード

弦楽アンサンブルはいかが？」に幼児教育科の朝倉
洋教授が出演

女子大 国際コミュニケーション学科「学科講演会」（講師は
通訳ガイドの松岡明子氏）

女子大 短大 オープンキャンパス（ 名来場）
女子大

・
門真市の「家庭教育セミナー」で国際コミュニケーショ
ン学科の久保和男教授が講演

短大 月卒業証書授与式（ 名卒業）
滝井高 国際交流講演会（講師は大阪大学大学院文学研究科教

授の土岐 哲氏）
月 女子大 スポーツ行動学科の西岡ゆかり講師がお米屋さんの情

報誌「大好きごはんVol 」にコラム
月 短大 家政科の深蔵紀子教授が栄養関係功労者厚生大臣表彰

を受賞
国際大 後期入学留学生別科生入学宣誓式（ 名が入学）
女子大 短大 公開講座「女と男の生き活きセミナー」

短大 守口市のヒューライツセミナー「みんなで考える身近
な人権」で家政科の福田洋子教授が講演

大和田中 高 岡田 哲教諭が「第 回平成淀川花火大会フォトコン
テスト発表会」で入賞、その表彰式に出席

女子大 短大 イベント「中国人留学生と一緒に『水餃子』をつくる」
国際大 キャンパス見学会
短大 国際文化学科「航空業界論」（講師はルフトハンザド

イツ航空マネジャーの山下謙次氏）
女子大 女性問題学習講座「伸ばそうわたしの力」（門真市主催）

で社会コミュニケーション学科の西岡敦子講師が講演
学園 理事の藤井兼六氏が大阪新聞に登場
学園 理事の入交昭一郎氏が読売新聞に掲載

月 国際大 図書館のコンピュータシステムがリニューアル

国際大 毎週月曜日の昼休みに「焼きたてのパン」が販売（長
尾台商店街のFresh Bakeryファーストが出店）

短大 家政科課外講座（講師は関西電力株式会社守口営業所
副所長の堂路秋正氏）

滝井高 ホームページが公開（アドレスhttp: www.takii h.oiu.ed.jp ）
国際大 人権教育講演会（講師は元NHK解説委員の福田雅子氏）

月 学園 リクルートキャリアガイダンス 年 月号に「私の
学生時代」と題して奥田吾朗理事長が登場

女子大 短大 教職員研修会（講師は弁護士の矢倉昌子氏）
大和田高 西沢 綾さん（ 年生）が朝日新聞の「私と高校野球」

の欄に登場
女子大 短大「ヴィエトナムデー」と題して留学生と交流
国際大 イベント「International Fete（世界の料理と音楽祭）

…メキシコ…」
滝井高 インターハイ出場のバレー部とフェンシング部が守口

市長表敬訪問
短大 幼児教育科「第 回ジョイフルコンサート」
国際大 平成 年度後期入学留学生別科生修了式 単位認定書

授与式及び修了パーティ
女子大短大 教職員現地学習会（フィールドワーク）
大和田高 佐々岡千恵さん（ 年生）米国高校生国際交流プログ

ラムに参加（AIU他後援）
女子大短大 オープンキャンパス（ 名来場）
滝井高
大和田中高

吹奏楽部「Osaka Kokusai Joint Band Festival 」（奥
田メモリアルホール）

滝井高
大和田中高

両校長が大阪府私立学校校長合同研修会に参加（中国
西安）

短大 家政科の福田洋子教授が審査員をつとめた「THE
DEBATE ACADEMY 第 回大会」が産経新聞に
掲載

大和田中 高 カナダの現地新聞に江頭マサエ教諭が登場
月 大和田高 ユニークな選択授業「釣り」が釣りサンデーと釣具新

聞に掲載
女子大 短大 進学相談会（ にも実施）

滝井高 大阪新聞の「私学はいま」の欄に本校が登場
国際大 キャンパス見学会（ 名来場）
国際大 読売新聞夕刊の記事で法政経学部の井戸田 侃教授が

コメント
大和田中 高 リビング京阪で本校紹介
女子大 短大 門真市主催のパソコン初級講座を本学で開催（本学は

共催）
女子大 短大 オープンキャンパス（ 名来場）
短大 幼児教育科の中川保子講師が「ひとりでオペラを 『ふ

たつのブレヒト』」の舞台に出演（ザ・フェニックス
ホール）

学園 理事の平岡龍人氏が大阪新聞に登場
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ザーの青木信夫氏）

月 女子大 スポーツ行動学科の西岡ゆかり講師がお米屋さんの情
報誌「大好きごはんVol 」にコラム
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・
門真市の「家庭教育セミナー」で国際コミュニケーショ
ン学科の久保和男教授が講演

短大 月卒業証書授与式（ 名卒業）
滝井高 国際交流講演会（講師は大阪大学大学院文学研究科教
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を受賞
国際大 後期入学留学生別科生入学宣誓式（ 名が入学）
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月 国際大 図書館のコンピュータシステムがリニューアル

高
石
と
も
や
さ
ん
の
フ
ォ
ー
ク
と
ト
ー
ク

学
園
と
近
隣
住
民
を
つ
な
ぐ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
こ
と
し
も

月

日
、
奥
田
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

第

回
目
と
な
る
今
回
は
、
日
本

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
創
世
紀
よ
り
活

躍
し
、
日
本
フ
ォ
ー
ク
の
基
盤
を

創
っ
た
ひ
と
り
で
あ
る
高
石
と
も
や

さ
ん
を
迎
え
て
、「
高
石
と
も
や
と

ザ
・
ナ
タ
ー
シ
ャ
セ
ブ
ン
」
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
。
ま
た
ゲ
ス
ト
参
加
と

し
て
、ア
リ
ス
の
前
身
で
あ
る「
ロ
ッ

ク
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」
に
参
加
し

て
い
た
松
田
幸
一
さ
ん
、
特
別
参
加

と
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
パ
イ
プ

（
笛
）
の
巨
匠
パ
デ
ィ
・
キ
ー
ナ
ン

さ
ん
も
迎
え
て
の
豪
華
な
フ
ェ
ス

国
際
大
を
会
場
に

国
際
大
を
会
場
に

ひ
ら
か
た
漢
字
選
手
権

ひ
ら
か
た
漢
字
選
手
権

短
大
幼
児
教
育
科
の
杉
山
太
郎
教
授
に

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
普
及
振
興
功
労
者
表
彰

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
普
及
振
興
功
労
者
表
彰

短
大
幼
児
教
育
科
の
杉
山
太
郎
教

授
が
、平
成

年
度
の「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
運
動
普
及
振
興
功
労
者
表

彰
」
を
受
賞
し

月

日
、
群
馬
県

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
ぐ
ん
ま

ア
リ
ー
ナ
）
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に

出
席
し
た
。

杉
山
教
授
は
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
指
導
者
養
成
課
程
認
定

校
連
絡
研
究
協
議
会
・
同
会
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
幹
事
・
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

会
幹
事
長
を
つ
と
め
て
お
り
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
普
及
・
発
展

の
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
て
の
表
彰
。

ま
た
、
杉
山
教
授
は
昭
和

年
本

学
に
着
任
し
、
翌
年
幼
児
教
育
科
体

育
コ
ー
ス
に
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
の
指
導
者
養
成
の
課
程
認
定

制
度
の
採
用
に
尽
力
し
た
。
こ
れ
は

大
阪
府
下
で

番
目
、
全
国
で

番

目
。
現
在
で
は

校
も
の
大

学
・
短
大
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
養
成
の
課
程
認
定
制
度
を
採

用
し
て
い
る
。

表
彰
式
は
、
第

回
全
国
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
総
合
開
会
式
の

中
で
執
り
行
わ
れ
た
。

松
岡
尚
行

松
山
久
美
子

佐
伯
直
美

石
有
里
子

津
田
賢
太
郎

横
山

容
子
（
以
上
経
情

）

福
田
正
智

井
上
知
美

河
野
恵
梨
子

中
野
亜
紀

西
尾

篤

大
野
兼
一（
以
上
同

）

馬
場
有
可
理

細
川

圭

桐
畑
剛

士

永
井
裕
也

中
村
政
弘

渡
邊
一

樹
（
以
上
同

）

平
田
洋
介

森
澤

旭
喜

西
川
輝
彦

野
口

愛

坂
寄

利
国

大
本
聖
士
（
以
上
政
経

）

原
田
亜
由
子

笠
浪
和
歌
子

小
島
純

香

鈴
木
麻
美

田
中
周
志

田

敦
（
以
上
同

）

古
川
智
子

前
原

酉
子

水
谷
智
成

武
内
靖
之

鳥
生

佳
嗣

辻

祥
江
（
以
上
同

）

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

大
学

連
携
の
「
市
民
公
開
講
座
」
が

月

日
、

月

日
、

日
の

日
間
、

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
交
流
棟
（
京
都

府
・
精
華
町
）
で
開
催
さ
れ
、
国
際

大
の
東
野
裕
人
法
政
経
学
部
助
教
授

が
第

回
の

月

日
に
、「
戦
後

日
本
型
シ
ス
テ
ム
再
考
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
立
地

す
る
本
学
を
は
じ
め

つ
の
大
学

（
他
は
奈
良
先
端
技
術
大
学
院
大
学
、

同
志
社
大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
、

大
阪
電
気
通
信
大
学
、
関
西
外
国
語

大
学
）
の
初
の
共
同
企
画
と
し
て
一

般
市
民
向
け
に
開
催
さ
れ
、
内
容
は

革
命
、文
化
、経
済
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
市
民
生
活
と
の
関
わ
り
を
分
か

り
や
す
く
解
説
。

講
演
は

日
間

講
ず
つ
計

講

あ
り
、
定
員
は
各
日

名
で
受
講
料

は
各
日

円
。

大
学
の
教

授
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
東
野
助
教

授
が
行
っ
た
第

日
目
の
メ
ー
ン

テ
ー
マ
は
「
経
済
と
市
民
生
活
」
で

あ
っ
た
。
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国際大で初の保護者懇談会

留学、奨学金などの紹介コーナーも

名
参
加
で
活
気

大講義室で開かれた保護者懇談会。会場には多数の保護者が参加された

国
際
大
平
成

年
度

国
際
大
平
成

年
度

学
業
優
秀
者

学
業
優
秀
者

（
敬
称
略
）

高校生論文
コンクール「グローバルマインド賞」「グローバルマインド賞」

応応応応応募募募募募作作作作作減減減減減少少少少少だだだだだががががが、、、、、顔顔顔顔顔ががががが見見見見見えええええるるるるる力力力力力作作作作作そそそそそろろろろろううううう応募作減少だが、顔が見える力作そろう

華
や
か
に

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

華
や
か
に

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
写
真
左
か
ら

人
目
が
高
石
と

も
や
さ
ん

日
本
に
漢
字
を
伝
え
た
と
さ
れ
る

王
仁
博
士
の
墓
「
伝
王
仁
墓
」
に
ち

な
ん
で
、

漢
字
の
町

と
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
枚
方
市
の
漢
字
選
手
権

が

月

日
、
大
阪
国
際
大
学
（
後

援
）
で
開
か
れ
た
。

昨
年
に
続
き

回
目
の
開
催
で
、

小
学
生
の
部
、
一
般
（
中
学
生
以
上
）

の
部
で
約

名
が
参
加
。
漢
字

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ク
イ
ズ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

当
日
は
千
字
文
漢
字
大
会
も
同
時

開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
ミ
ニ
漢
字
検
定

コ
ー
ナ
ー
や
模
擬
店
な
ど
も
開
か
れ
、

秋
晴
れ
の
好
天
の
も
と
キ
ャ
ン
パ
ス

は
約

名
ほ
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

テ
ィ
バ
ル
と
な
っ
た
。

高
石
さ
ん
は
健
康
な
心
と
身
体
で
、

仕
事
と
遊
び
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
暮
ら
し
を
提
唱
す
る

ウ
エ

ル
ネ
ス
運
動

の
実
践
者
と
し
て
や
、

（
話
と
ギ
タ
ー
の

講
演
会
）
で
全
国
を
回
っ
た
り
、
歌

と
ギ
タ
ー
の
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ブ
ル
ー
グ
ラ

ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
「
フ
ォ
ギ
ー

・
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ブ
レ
イ
ク
・
ダ
ウ

ン
」
や
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ジ
ョ
ン
・
レ

ノ
ン
の
代
表
作
で
知
ら
れ
る
「
イ
マ

ジ
ン
」
の
翻
訳
し
た
歌
な
ど
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
高
石
さ
ん
の
ト
ー
ク

で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ま
た
、

高
石
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
観
客
も
一

学
研
都
市

大
学

学
研
都
市

大
学

初
の
市
民
公
開
講
座

初
の
市
民
公
開
講
座

国
際
大
東
野
助
教
授
が
講
演

国
際
大
東
野
助
教
授
が
講
演

緒
に
歌
う
場
面
も
あ
り
、
客
席
と
ス

テ
ー
ジ
が
一
つ
に
な
っ
て
熱
気
に
包

ま
れ
た
。
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大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間
修
士
課
程

経営情報学研究科 二次 平成 年 月 日（木）
月 日（木） 月 日（火） 月 日（金） 月 日（月）

月 日（月）

総合社会科学研究科 二次 平成 年 月 日（木）
月 日（木） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（月）

月 日（月）
博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ

平成 年 月 日（木）
月 日（木） 月 日（火） 月 日（金） 月 日（月）

月 日（月）

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

一
般
入
試

方式 平成 年 月 日（金）
月 日（水）

法政経学部 月 日（木）
経営情報学部 月 日（金）

月 日（木）
月 日（金）
月 日（火）センター試験利用選考一次 独自試験は行わない

方式 平成 年 月 日（木）
月 日（木）

法政経学部 月 日（火）午前
経営情報学部 月 日（火）午後 月 日（月） 月 日（火）

月 日（火）
センター試験利用選考二次 平成 年 月 日（水）

月 日（木）

独自試験は行わない
月 日（月）

月 日（水）
月 日（火）方式 法政経学部 月 日（水）午前

経営情報学部 月 日（水）午後

留学生入学選考 国際交流課までお問い合わせください。
電話（ ） （国際交流課直通）

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
女
子
大
学

選考種別 出願期間（必着） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）
推
薦 推薦選考 期 平成 年

月 日（月） 月 日（水） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（水）

一

般

一般選考 期 平成 年
月 日（火） 月 日（火） 選考日選択 月 日（土）

月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

一般選考 期 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（月）

奨
学
生

奨学生選考 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（月）

そ
の
他

社会人選考 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（月）

留学生選考 国際交流課までお問い合わせください。電話（ ） （国際交流課直通）

大
阪
国
際
女
子
大
学

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

選考種別 出願期間（必着） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）
推
薦 推薦選考 期 平成 年

月 日（月） 月 日（水） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（水）

一
般 一 般 選 考 平成 年

月 日（火） 月 日（火） 月 日（土） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）
そ
の
他

社 会 人 選 考 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（月）

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

大阪国際滝井高等学校 普通科
アカデミックコース（標準）
グローバルコース （国際）
エクセレントコース（特進）

平成 年
月 日（月） 月 日（土）

月 日（金）
月 日（土）

月 日（火） 月 日（月）

大阪国際大和田高等学校 普通科 国際・教養コース
英数コース

平成 年
月 日（月） 月 日（月）

月 日（金）
月 日（土） 月 日（火） 月 日（木）

大阪国際大和田中学校

一次

平成 年
月 日（土） 月 日（土） 月 日（日） 月 日（月）

月 日（木）
平成 年
月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（火）

二次 平成 年
月 日（月） 月 日（木） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（月）

三次 平成 年
月 日（月） 月 日（日） 月 日（日） 月 日（月） 月 日（水）

平成 年度 入試日程 学生 生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生 生徒募集要項

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

国
際
大

水
泳
部

・

第

回
日
本
学
生
選

手
権
水
泳
競
技
大
会

・

背

泳
ぎ
に
川
瀬
友
樹
さ
ん（
法
政
経

）

が
出
場

女
子
大
・
短
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

月

月

関
西
学
生
女
子
リ
ー

グ
戦

部
リ
ー
グ

位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・

関
西
女
子
学
生

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ

（
敬
称
略
）

準
優
勝
（
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

西
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

学
選
手
権
大
会

ベ
ス
ト

・

関
西
学
生
女
子

リ
ー
グ
戦

部
リ

グ

位

ラ
ク
ロ
ス
部

・

関
西
学
生
女
子
リ
ー
グ
戦

入
れ
替
え
戦
で
関
学
大
を
下
し

部

リ
ー
グ
昇
格

陸
上
部

・

関
西
学
生
学
年
別
選

手
権
大
会

布
谷
夕
子
さ
ん

（
女
子
大
ス
ポ

）
優
勝

滝
井
高
校

吹
奏
楽
部

・

府
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト

銀
賞

バ
レ
ー
ボ

ル
部

・

平
成

年
度
近
畿
高

等
学
校
優
勝
大
会

ベ
ス
ト

・

高
校
総
体
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）

予
選
敗
退

・

大
阪
高
校
総
体

優
勝

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

・

高
校
総
体
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
個
人
対
抗
フ
ル
ー
レ

平
田
絵
理
さ
ん
（

年
生
）

回

戦
敗
退

大
和
田
高
校

吹
奏
楽
部

・

第

回
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
府
大
会

高
校
小
編
成
優
秀
賞

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

第

回
近
畿
私
立
高

等
学
校
女
子
選
抜
大
会

ベ
ス
ト

と
や
ま
国
体

大
阪
府
代
表

ヨ
ッ
ト
成
年
女
子

佐
戸
あ
づ
さ

（
短
大
幼
教

）

バ
レ
ー
ボ

ル
少
年
女
子

槌
谷

優

河
本
聖
子

渡
邊
由
香
（
以
上
滝

井
高

）

香
川
県
代
表

テ
ニ
ス
成
年
女
子

藤
井
あ
ゆ
み

（
女
子
大
ス
ポ

）

高
知
県
代
表

陸
上
競
技
成
年
女
子

三
谷
和
世

（
女
子
大
ス
ポ

）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
教
員
よ
り
、

現
在
か
な
り
の
実
績
を
上
げ
て
来
て

い
る
軟
式
野
球
・
水
泳
・
ラ
グ
ビ
ー

の

ク
ラ
ブ
を
中
心
に
部
活
動
の
活

性
化
を
図
り
た
い
が
入
試
の
段
階
で

何
か
工
夫
で
き
な
い
か
、
と
の
提
案

が
あ
っ
た
。

入
試
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
ま

ず

入
試
実
施
の
方
針
を
出
し
、

今
年
度
は

年
度
入
試
に
向
け
て
と

り
あ
え
ず

入
試
（
ス
ポ
ー
ツ
特

別
推
薦
）
の
形
で
募
集
す
る
こ
と
に

し
、
各
高
校
に
通
知
す
る
と
共
に
学

校
訪
問
を
重
ね
学
生
募
集
に
力
を
入

れ
て
来
た
。
選
抜
は
各
顧
問
等
の
推

薦
の
ほ
か
、
面
接
と
調
査
書
の
総
合

判
定
で
行
う
こ
と
に
し
一
般
推
薦
の

日
に
併
わ
せ
、
法
政
経
学
部
は

月

日
に
経
営
情
報
学
部
は

月

日

に
実
施
し
た
。

平
成

年
度
の
結
果
を
見
て
、
平

成

年
度
か
ら
の

入
試
を
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
の
学
生
募
集
状
況
は
極
め

国 際 大平成 年度平成 年度

入試展望入試展望

て
厳
し
く
、
業
者
主
催
の
各
地
で
の

大
学
入
試
相
談
会
に
お
い
て
も
例
年

に
な
い
入
場
者
数
の
減
少
、
本
学

ブ
ー
ス
へ
相
談
に
来
る
学
生
の
少
な

さ
に
寂
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
多

い
。推

薦
入
試
に
向
け
て
は
、
指
定
校

を
中
心
に
確
実
に
受
験
し
入
学
し
て

く
る
学
生
の
確
保
に
力
を
入
れ
、

入
試
、
ス
ポ
ー
ツ
特
別
推
薦
の
成

果
も
期
待
し
て
い
る
。

月
か
ら
の
一
般
入
試
は
昨
年
同

様
一
般

・

・

の

回
実
施
、

ま
た
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

も
一
次
・
二
次
と

回
チ
ャ
ン
ス
を

作
っ
て
い
る
。
広
報
活
動
に
さ
ら
に

力
を
入
れ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

（
大
阪
国
際
大
学
入
試
室
長

中
島

是
美
）

女子大 短大

よ
り
志
願
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

少
子
化
に
よ
る
高
等
教
育
機
関
へ

の
進
学
者
数
の
減
少
、
中
学
・
高
校

教
育
制
度
の
多
様
化
等
を
受
け
て
、

各
大
学
で
は
学
生
募
集
に
関
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
本
学
で
是
非
学

び
た
い
と
い
う
志
願
者
を
積
極
的
に

迎
え
入
れ
る
た
め
、
そ
の
趣
旨
に

添
っ
た
学
生
募
集
活
動
を
前
年
度
以

上
に
展
開
し
た
結
果
、
お
蔭
様
で

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
に
は
昨
年
度
の

倍
の
高
校
生
が
見
学
に
訪
れ
、
施

設
見
学
や
学
科
内
容
の
説
明
、
入
試

情
報
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
状
況
か
ら

世
紀
幕
開
け

と
な
る
平
成

年
度
入
試
に
は
大
き

な
期
待
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
更
に

気
を
引
き
締
め
て
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
関
係
各
位

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
試
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
か
ら
、
よ
り
志
願
者
ニ
ー
ズ
に

細
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、
次
の
よ

う
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

「
公
募
推
薦
入
学
選
考
」
前
に
実

施
す
る
特
別
推
薦
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
指
定
校
推
薦
入
学
選
考
」
と
学
力

検
査
に
代
わ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
」
・
「
文

化
・
芸
術
」
等
の
分
野
で
の
活
動
実

績
・
技
能
等
を
評
価
す
る
「
特
別
推

薦
入
学
選
考
」
に
分
け
て
学
生
募
集

要
項
に
明
記
し
実
施
し
ま
す
。
高
等

学
校
と
の
信
頼
関
係
で
成
り
立
つ

「
指
定
校
推
薦
入
学
選
考
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
高
等
学
校
が
本
学
を
理

解
し
特
別
に
生
徒
を
推
薦
い
た
だ
く

も
の
で
、
入
学
検
定
料
免
除
等
の
特

典
を
付
与
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。「

公
募
推
薦
入
学
選
考
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
度
の

回
実
施
か

ら

回
（
推
薦

期
・

期

専
願
、

推
薦

期

併
願
）
に
回
数
を
増

や
し
受
験
機
会
を
拡
大
い
た
し
ま
し

た
。「

推
薦
入
学
選
考

期
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
方
入
試
を
実
施
い
た

し
ま
す
が
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
名

古
屋
会
場
を
取
り
止
め
、
広
島
会
場
、

高
松
会
場
と
高
知
会
場
を
追
加
い
た

し
ま
し
た
。

経
済
的
な
問
題
で
進
学
を
躊
躇
し

て
い
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
奨
学
生

推
薦
入
学
選
考
（

月
）
に
加
え
て
、

奨
学
生
入
学
選
考
（

月
）
を
実
施

し
、
奨
学
生
と
し
て
採
用
さ
れ
た
場

合
は
、
基
準
に
応
じ
て
授
業
料
の
全

額
、
半
額
、

相
当
の
奨
学
金

を
給
付
い
た
し
ま
す
。「
一
般
入
学

選
考
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
試
験
場

が
本
学
の
み
と
な
っ
た
ほ
か
は
昨
年

度
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
本
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド

を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
大
阪
国

際
女
子
大
学
、
大
阪
国
際
女
子
短
期

大
学
（
旧
名
帝
国
女
子
大
学
・
帝
国

女
子
短
期
大
学
）
を
ご
卒
業
さ
れ
た

皆
様
や
在
籍
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
姉

妹
・
ご
息
女
が
、
本
学
を
受
験
さ
れ

国
際
大
の
軟
式
野
球
部
が

月

日
か
ら

日
、
神
奈
川
県
の
伊
勢
原

市
総
合
運
動
公
園
野
球
場
等
で
行
わ

れ
た
第

回
全
日
本
大
学
軟
式
野
球

選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
惜
し
く
も

回
戦
敗
退
。
全
日
本
大
学
軟
式
野

球
連
盟
主
催
の
大
会
で
、
全
国
か
ら

大
学
が
参
加
。
本
学
は
、

回
戦

大
東
文
化
大
学
を
下
し
た
も
の
の
、

淑
徳
大
学
に
敗
れ

回
戦
進
出
は
な

ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
同
部
は

月

日
か
ら

日
ま
で
、
滋
賀
県
の
彦
根
球
場
等
で

行
わ
れ
た
西
日
本
大
学
軟
式
野
球
選

手
権
大
会
に
出
場
し
た
。
こ
の
大
会

に
は
、
西
日
本
地
区
の
代
表

大
学

が
参
加
し
、
本
学
は

回
戦
高
松
大

学
、

回
戦
金
沢
学
院
大
学
、
準
決

勝
戦
大
阪
学
院
大
学
、
そ
し
て
決
勝

戦
で
奈
良
産
業
大
学
に
快
勝
し
、
見

事
優
勝
を
飾
っ
た
。

こ
れ
は
、
軟
式
野
球
部
の
野
球
に

対
す
る
真
摯
な
取
り
組
み
と
、
日
頃

か
ら
の
研
鑽
の
賜
物
で
あ
り
、
当
ク

ラ
ブ
の
活
躍
は
、
課
外
活
動
全
体
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

同
部
は
西
都
大
学
軟
式
野
球
連
盟

部
リ
ー
グ
に
属
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
も
リ
ー
グ
優
勝
や
全
日
本
大
学

選
手
権
で
ベ
ス
ト

な
ど
数
多
く
の

輝
か
し
い
戦
績
を
残
し
て
い
る
。

西日本大学選手権大会で初優勝の国際大ナイン

国
際
大
吹
奏
楽
部
の
堀
尾
俊
仁
さ

ん
（
政
経
学
部

年
次
生
）
が
、
国

際
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、

月

日
に
行
わ
れ
た
シ

ド
ニ
ー
五
輪
の
開
会
式
に
出
演
し
た
。

国
際
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
、
日

米
豪
な
ど
の
世
界

ヵ
国
の
学
生
約

名
で
編
成
さ
れ
、
日
本

か
ら
は
関
西
学
生
吹
奏
楽
連
盟
加
盟

校
の
学
生
約

名
が
参
加
し

た
。堀

尾
さ
ん
を
含
む
同
連
盟
の
シ
ド

ニ
ー
派
遣
団
は
、

月

日
に
大
阪

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
天
王

寺
区
）
で
壮
行
演
奏
会
を
開
催
し
、

月

日
に
日
本
を
出
発
。
同

日

に
は
シ
ド
ニ
ー
で
、
日
米
豪
の
参
加

学
生
に
よ
る
合
同
演
奏
会
に
出
演
し

た
。

国
際
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
一
員
と
し
て
開
会
式
に
出
演

国
際
大
吹
奏
楽
部
の
堀
尾
さ
ん

国
際
大
吹
奏
楽
部
の
堀
尾
さ
ん

シ
ド
ニ
ー
五
輪
の
感
動
に
ひ
と
役

シ
ド
ニ
ー
五
輪
の
感
動
に
ひ
と
役

国
際
大
軟
式
野
球
部
が
健
闘

西
日
本
選
手
権
は
み
ご
と
優
勝

全
日
本
選
手
権
に
堂
々
の
出
場

全
日
本
選
手
権
に
堂
々
の
出
場

る
場
合
は
、
ど
の
入
学
選
考
種
別
で

あ
っ
て
も
入
学
検
定
料
を
免
除
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
紙

面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

募
集
広
報
室
長

小
林

弘
二
）

指
定
校
推
薦
に
検
定
料
免
除
ほ
か

指
定
校
推
薦
に
検
定
料
免
除
ほ
か

入
試
で

ク
ラ
ブ
活
性
化

入
試
で

ク
ラ
ブ
活
性
化

軟
式
野
球
・
水
泳
・
ラ
グ
ビ
ー
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・
・
・

・
・
・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・
・
・

・
・

・・・・・・・・・・
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立ち止まらず、前進すること
“あっ”と言う間です。卒業して、もう 年が経ちました。会社勤め、東京、一

人暮し、初めて尽くしで、とまどいながら始まった社会人生活の毎日が、いつの間

にか見慣れた日常へと変わってしまったような気がします。この記事の依頼を受け

て、そんなことをまず考えました。

僕はSEをしています。今は特に、稼働しているシステムの保守・運営を担当し

ています。サポートエンジニアと言う方が正しいかもしれません。どんな職業につ

いても同じですが、仕事は大変です。何事をやるにしても、「まだまだ、自分の力

は足りないんだなぁ」と思い知らされます。その“まだまだ”を少しでも解消しよ

うというのが、当面の目標です。

右を向いても、左を向いても壁だらけ。先に目を向ければ向けるほど、迷路に迷

い込んだ気がします。方向はわかりません。どちらに向かえば、正しいのか、間違っ

ているのかは不明です。ただ、とりあえず歩こうと思います。立ち止まっても仕方

がないと思うようになりました。

先は長いです。ですが、振り返った時間を考えると、“あっ”と言う間かもしれ

ないなと思える、 年目の正直な感慨です。
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大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 法政経学部 留学生別科

後期授業終了
平成 年

後期補講（ ）
後期試験（ ）
集中講義（ ）
後期追試験（ ）
卒業証書・学位記授与式

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

後期中断
集中講義・補講（ ）

平成 年
後期再開
後期終講
後期試験（ ）
追・再試験（ ）
卒業証書・学位記授与式
卒業証書授与式

大阪国際滝井高等学校
期末考査（ ）
終業式

平成 年
始業式
選抜カルタ会
年授業終了
、 年マラソン大会

卒業式
学年末考査（ ）
終業式
年学習合宿（ ）

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

期末考査（ ）（高校）
期末考査（ ）（中学）
終業式

平成 年
始業式
カルタ会（高校）
カルタ会（中学）
英語暗唱弁論大会（高校）
英語暗唱大会（中学）
、 年スキー実習（中学）

コーラス大会（高校）
年学年末考査（ ）（中学）

卒業式（高校）
学年末考査（ ）（高校）
、 年学年末考査（ ）（中学）

卒業式（中学）
年海外研修（ ）（中学）

終業式

大阪国際大和田幼稚園
作品展
クリスマス会
終業式

平成 年
始業式
生活発表会
お別れもちつき大会
保育修了授与式
終業式

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 法政経学部 留学生別科

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

「素直な心を持つ」こと
私は現在、松下電器健康保険組合の保養所に勤務しております。サービス業なの

で交代制の勤務で、休みも主に平日なので学生時代の友人にはなかなか会う事がで

きません。

仕事内容は、宿泊予約などの電話応対やフロントでの接客が主です。毎日たくさ

んのお客様と接しているので色々勉強になります。

例えば、私がプライベートや仕事において不安を抱えている時、それが伝わるの

か、周囲の人達に迷惑をかけ、お客様にも伝わるかもしれないことを考えるとやは

り仕事には前向きに自信をもって向かって行くべきだと学びました。できない事を

頭からできないと言うのではなく、できるようにするにはどうしたらお客様にとっ

て喜んでいただけるかを考えます。

いろいろ大変な事もありますが、お客様が帰られる時「ありがとう」と言葉をい

ただいたり手紙など送ってきてもらったりするとうれしく思いますし、またやり甲

斐を感じます。

私が常に心掛けている事は、「素直な心を持つ」ということです。上司に注意さ

れた時、それを“嫌だなぁ”と思うのではなく“自分のために言ってくれてるんだ”

と思えば自分自身成長していくと思います。

これから長い人生まだまだ大きい壁にぶつかりますが、乗り越えていけるよう頑

張りたいと思います。

よ
う
や
く
脱
し
た
か
就
職
氷
河
期

よ
う
や
く
脱
し
た
か
就
職
氷
河
期

国

際

大

求
人
倍
率
は
、

・

倍
か
ら

・

倍
へ
と
上
昇
に
転
じ
た
。

本
学
へ
の
求
人
票
も
昨
年
よ
り
増
加

し
、
今
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
毎
日

頂
戴
し
て
い
る
。

就
職
協
定
廃
止
後
、
は
や

年
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
就
職
環
境
が
整

い
、
就
職
戦
線
の
ス
タ
ー
ト
は
一
段

と
早
ま
っ
た
。
本
学
で
は
そ
れ
ら
に

対
応
す
る
た
め
、

年
次
の

月
初

旬
に
「
就
職
の
手
引
」
の
配
布
と
媒

体
誌
へ
の
登
録
を
さ
せ
、
夏
休
み
を

返
上
し
て
就
職
準
備
を
す
る
よ
う
指

導
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

本
学
情
報
教
室
を
利
用
し

月
に
就

職
ナ
ビ
へ
の
登
録
指
導
、

月
に
は

ま
だ
使
い
こ
な
せ
な
い
学
生
に
対
し
、

エ
ン
ト
リ
ー
の
仕
方
を
中
心
に
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
指
導
を
実
施
し
た
。
ご
家

庭
へ
の

の
普
及
も
目
を
見
張
る

ほ
ど
早
く
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
何

ら
か
の
方
法
で
、
就
職
活
動
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
。

月
か
ら

月
に
か
け
て
短
期
決

戦
の
厳
選
採
用
、
質
を
重
視
、
予
定

人
員
未
達
で
も
終
了
す
る
会
社
が
増

え
た
。
不
足
す
る
数
は
中
途
採
用
で

と
、
欧
米
型
雇
用
が
進
行
し
て
い
る
。

就
職
活
動
は
、
最
後
は
自
分
自
身
が

ど
う
取
り
組
む
か
に
か
か
っ
て
く
る
。

良
い
子
ぶ
っ
て
も
圧
迫
面
接
す
れ
ば

直
ぐ
化
け
の
皮
が
剥
れ
る
。
勉
強
、

普
段
の
態
度
、
資
質
、
全
て
が
面
接

官
の
前
で
は
裸
に
な
る
。
大
学

年

間
ど
う
暮
ら
し
て
き
た
の
か
、
大
学

生
と
後
ろ
に
い
る
大
学
の
教
育
そ
の

も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
、
内
定
の
出
な
い
学

生
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
劣
っ
て
い
る
。
重
複
内
定
者
の
共

通
点
は
、
ど
ん
な
面
接
官
の
質
問
に

も
自
信
を
も
っ
て
語
れ
る
人
で
あ
る
。

内
定
す
る
ま
で
し
っ
か
り
や
ろ
う
。

内
定
が
無
い
学
生
は
、
就
職
室
に
足

を
運
べ
ば
い
つ
で
も
就
職
斡
旋
す
る
。

ど
ん
な
些
細
な
質
問
で
も
じ
っ
く
り

聞
く
の
で
納
得
い
く
ま
で
話
し
合
お

う
。

（
大
阪
国
際
大
学

就
職
課
長

上
西

二
朗
）

昨
今
、
無
業
者
や
フ
リ
ー
タ
ー
と

い
う
言
葉
が
新
聞
紙
上
な
ど
を
よ
く

賑
わ
し
て
い
る
が
、
新
卒
者
に
関
し

て
言
え
ば
、
無
業
者
と
は
「
卒
業
時

点
で
就
職
も
、
進
学
も
し
て
い
な
い

者
」
の
こ
と
で
あ
り
、
フ
リ
ー
タ
ー

は
文
部
省
の
調
査
用
語
（
学
校
基
本

調
査
）
で
は
、「
一
時
的
な
仕
事
に

就
い
た
者
」の
こ
と
を
指
し
、フ
リ
ー

タ
ー
の
数
は
無
業
者
に
含
ま
れ
て
い

る
。学

校
基
本
調
査
に
よ
る
と
平
成

年

月
の
卒
業
者
に
対
す
る
無
業
者

の
率
は

・

％
（
四
大
女
子
）、

・

％
（
短
大
女
子
）
で
、
実
数

で
は
約

万
人
に
上
る
。
無
業
者
の

中
に
は
大
学
、
短
大
を
卒
業
後
、
専

門
学
校
に
進
学
し
た
者
や
公
務
員
試

験
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
意
図

的
に
無
業
者
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

者
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
無
業
者
の

実
態
は
「
一
時
的
な
仕
事
に
就
い
た

者
」
以
外
に
就
職
未
決
定
者
や
近
年

増
加
し
て
い
る
全
く
就
職
活
動
を
し

な
か
っ
た
者
が
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
い
る
場
合
も
多
く
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
首
尾
よ
く
就
職
で
き

て
も

年
以
内
に
離
職
す
る
者
が
大

学
、
短
大
卒
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
約

％
、
約

％
い
る
こ
と
は
併
せ
て

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

「
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充

実
方
策
に
つ
い
て
」（
文
部
省
高
等

教
育
局
）
の
報
告
は
、
大
学
が
学
生

の
就
職
に
つ
い
て
大
学
の
問
題
と
し

て
正
面
か
ら
考
え
て
こ
な
か
っ
た
面

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

大
学
は
学
生
が
職
業
観
の
醸
成
や
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
形
成
に
自
発
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
、
職
業
教
育
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、「
内

定
」
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
強
化
を
早
急
に
図
る
必
要

性
が
あ
る
。

今
年
度
、
就
職
室
か
ら
進
路
相
談

室
と
名
称
が
改
め
ら
れ
、
就
職
希
望

者
だ
け
で
な
く
、
学
生
全
体
の
進
路

が
対
象
に
な
っ
た
が
、
フ
リ
ー
タ
ー

予
備
軍
へ
の
効
果
的
な
対
策
や
指
導

は
見
出
せ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

進
路
相
談
室
課
長

定
國

通
雄
）

女
子
大
・
短
大
生
涯
健
康
研
究
所

主
催
の
「
生
涯
健
康
講
演
会
」
が

月

日
、
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
。

本
学
の
健
康
関
連
学
科
学
生
の
能

力
向
上
、
近
隣
住
民
へ
の
生
涯
教
育

の
機
会
提
供
な
ど
を
目
的
に
開
か
れ
、

今
年
で

回
目
を
迎
え
た
。

今
回
は
、「
肥
満
治
療
の
最
前
線
」

を
テ
ー
マ
に
、
京
都
府
立
医
科
大
学

付
属
病
院
内
分
泌
・
糖
尿
病
・
代
謝

内
科
科
長
の
吉
田
俊
秀
氏
を
講
師
に

招
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

回
目
の
生
涯
健
康
講
演
会

は
「
肥
満
治
療
」

回
目
の
生
涯
健
康
講
演
会

は
「
肥
満
治
療
」

「
ま
さ
か
」、
ま
さ
か
が
自
分
の

身
に
起
き
、
そ
れ
が
確
信
に
変
わ
っ

た
と
き
、
残
さ
れ
た

ヵ
月
の

余
命
を
ど
う
生
き
る
か
、
著
者
は
言

外
に
、
そ
の
問
い
か
け
を
し
て
い
る
。

著
者
の
答
は
当
著
書
で
あ
り
、
そ
れ

を
勧
め
ら
れ
た
の
が
河
合
隼
雄
先
生

と
伺
っ
て
い
る
。
生
き
て
き
た
証
と

し
て
、「
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い
」

と
の
思
い
が
、
一
言
一
句
に
込
め
ら

れ
て
お
り
、
読
む
者
に
緊
張
感
を
与

え
る
。

著
者
は
、

の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
、
総
合
テ
レ
ビ
「
歴
史

誕
生
」
で
「
利
休
茶
室
の
謎

天
下

一
宗
匠
の
切
腹
」
の
制
作
を
担
当
さ

美
し
さ
は
そ
れ
で
は
、
説
明
で
き
な

い
と
感
じ
と
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の

疑
問
を
解
く
た
め
の
あ
く
な
き
挑
戦

が
始
ま
る
。
読
む
者
に
は
、
謎
解
き

の
興
味
を
そ
そ
り
、
推
理
小
説
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
。
著
者
は
「
異

風
の
仮
説
」
の
原
点
を
、
今
ま
で
だ

れ
も
指
摘
し
な
か
っ
た
韓
国
に
求
め

る
。
韓
国
訪
問
中
に
、
鄙
び
た
田
舎

で
「
待
庵
」
に
似
た
「
牙
山
群
待
庵
」

を
偶
然
に
発
見
し
た
と
き
の
感
動
。

両
者
の
共
通
点
が
、
全
体
と
し
て
の

BOOK

元大阪国際女子短期大学
国際文化学科助教授

瀬地山 澪子（故人）著

利

休
茶
室
の
謎

創
元
社

れ
た
。
そ
の
提
案
準
備
の
中
で
、
利

休
が
作
っ
た
現
存
す
る
唯
一
の
茶
室
、

京
都
山
崎
の
妙
喜
庵
に
残
っ
て
い
る

「
待
庵
」
と
出
会
う
。
そ
こ
に
、「
日

本
の
伝
統
美
」
と
い
う
「
単
層
」
の

美
意
識
か
ら
で
は
読
み
解
け
な
い
、

な
に
か
「
異
風
」
を
感
じ
始
め
る
。

そ
れ
は
、
茶
室

日
本
伝
統
文
化
の

結
集
と
い
う
既
成
観
念
へ
の
疑
問
で

あ
る
。
個
々
の
パ
ー
ツ
は
、
伝
統
文

化
で
説
明
で
き
て
も
、
著
者
の
鋭
い

感
性
は
、
全
体
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
、

バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
庵
を
構
成
す
る
各

パ
ー
ツ
に
至
る
ま
で
、
切
れ
味
鋭
く

解
明
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
朝
鮮
半

島
に
住
ん
だ
ソ
ン
ビ
と
言
わ
れ
る
清

貧
楽
道
を
旨
と
し
た
人
達
の
住
居
及

び
そ
の
精
神
と
、
待
庵
を
制
作
し
た

利
休
の
世
界
観
に
類
似
性
を
見
出
す

箇
所
は
非
常
に
興
味
深
い
。
仮
説
の

象
徴
と
し
て
、
随
処
に
隠
し
味
と
し

て
、む
く
げ
の
花
が
、ほ
の
か
に
薫
っ

て
く
る
と
こ
ろ
が
う
れ
し
い
。

幾
多
の
検
証
を
経
た
結
論
と
し
て

「
朝
鮮
の
建
築
物
に
流
れ
て
い
る
美

意
識
は
、
韓
国
の
み
に
存
在
す
る
意

識
で
は
な
く
、
儒
教
と
共
に
東
ア
ジ

ア
を
覆
う
思
潮
の
一
つ
な
の
で
あ

る
。」「
利
休
の
造
形
の
斬
新
さ
を
、

そ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
を
覆
う
思
潮
の

中
で
見
る
。」
と
の
新
鮮
な
提
言
を

し
て
い
る
。

茶
道
・
日
本
伝
統
文
化
の
見
方
に

新
し
い
切
り
口
を
加
え
た
名
著
で
あ

る
。
著
者
の
感
性
、
知
性
、
行
動
力

と
、
そ
れ
を
支
え
た
夫
君
で
あ
る
瀬

地
山

敏
京
都
大
学
経
済
学
研
究
科

教
授
、
表
千
家
宗
匠
久
田
宗
也
氏
を

始
め
、
豊
富
な
人
脈
の
結
晶
で
あ
る

と
も
言
え
る
。
現
在
、
著
者
は
京
田

辺
市
の
一
休
寺
に
永
眠
さ
れ
て
い
る
。

（
評
者
・
大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

国
際
文
化
学
科
教
授

大
佛

健
一
）

依
然
厳
し
い
今
年
の
就
職
戦
線

OB・OGレポートOB・OGレポート

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

日
本
電
子
開
発
株
式
会
社

シ
ス
テ
ム
事
業
本
部

森

勇
人

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学
国
際
文
化
学
科

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

年
卒

松
下
電
器
健
康
保
険
組
合

北
尾

真
以

進路相談室の悩み
女子大・短大
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